
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

フォトエッセイ＃９７ 

函館ところどころ 

2024.4.9~13 
島 田 祥 生 

今回は、５日間の滞在 
母を見舞い、友人に会いと 
結構忙しい毎日でした 
 
出歩くたびに撮りためたものを 
拾いだしてまとめてみましたが 
なんとなく纏まりがない感じですがご容赦を 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここの歩道は 
凍結防止のため、わざと波打たせています 
 
というのはウソ 
そう見えるだけです 
五稜郭公園前の交差点で見つけました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ここの店主の友人が 
槐（えんじゅ）という 

外側が黄色く中が黒っぽい木を使って 
フクロウを彫っています 

 
何とも愛嬌のある置物たち 

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

クルーズ船が入っていました 
ドイツで 2005 年に建造された９万３千５百トンの 
ノルウェージャン・ジュエル 
手前の 8,000 トンの青函連絡船が小さく見えます 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新島譲渡航の地に立つ 
彼の銅像 

 
うん 

なかなかいい取り合わせですね 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金森倉庫最寄りの電停「十字街」 
かつては 
ここが函館の中心だった 
 
「谷地頭」からの電車 
まっすぐ向こうは、「どっく前」につながる 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海外からの観光客が目立つ 
親しそうに話しているが 
違うグループみたい 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

レトロな電車が来た 
大きな２軸の車輪を持った 
ハイデッキ電車 木造です 
 
かつては６両で、４番のプレートを付けて 
今はない「東雲町経由弁天行（現在のどっく前）」の路線を走っていた 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

信号で停車中 
運転手が、愛嬌を振りまいている 

お相手は、お散歩中の保育園児たち 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅前に向かって曲がって行きました 
かつては 

まっすぐ行く「亀田経由」の路線もあった 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

どっく前から海沿いに少し歩いたところに 
函館漁港がありました 

イカ釣り漁船の港 
 

思っていたより立派な漁船です 
超不漁で本当に寂しいですね 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

向こうの「中村」さんは、塩辛の製造所 
おいしいと評判です 

小売りもしてくれました 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

実家の近くの魚屋さん 
新鮮で、安くて、おいしい 
いつも必ず寄って、物色しています 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラッキーピエロの店って 
こんなにあるのですね 
 
とにかくご来函の折は 
是非是非 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

いよいよ離函です 
搭乗機は 
先日の嵐でやりくりが付かないからか 
国際便の仕様のものだった 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

窓から 
見慣れた山並みが見える 
いつ見ても 
見飽きることがないものですね 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

雲間から函館山と市街地が見える 
 
次は３か月後かな 
 
 


